Qualities and Vicissitudes of the Poetry of Four-Worded Lines and of Five-Worded Lines -an Essay to Classify the preceding Opinions by 矢田 博士
一
、
序
魏
晉
六
期
は
、
お
お
む
ね
《
五
言
詩
》
が

を
極
め
た
時
期
と
言
っ
て
よ
い
。
た
だ
、
西
晉
期
に
お
い
て
は
、「
應
詔
・
應
令
・
侍
宴
」
「
答
」
の
詩
を
中
心
に
、《
四
言
詩
》
が
ん
に
作
ら
れ
た
。
西
晉
期
に
お
け
る
こ
の
よ
う
な
《
四
言
詩
》
の
復
興
と
も
言
え
る
現
象
に
つ
い
て
、
筆
は
そ
れ
を
究
對
象
と
し
、
こ
れ
ま
で
に
幾
つ
か
の
拙
論
を
發
表
し
て
き
た
（
１
）。
そ
の
際
に
、
《
四
言
詩
》
と
《
五
言
詩
》
と
が
備
え
持
つ
そ
れ
ぞ
れ
の
特
質
に
つ
い
て
も
、
必
に
應
じ
て
觸
れ
て
は
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
紙
幅
の
關
係
か
ら
、
極
め
て
	單
な
指
摘
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
そ
の
點
を
改
め
て
詳
細
に
、
先
行


を
も
と
に
整
理
し
て
み
た
い
と
思
う
。
二
、《
四
言
詩
》
と
《
五
言
詩
》
の
特
質
で
は
、《
四
言
詩
》
と
《
五
言
詩
》
に
關
す
る
先
行


に
つ
い
て
、
特
に
魏
晉
六
期
の
人
の
を
中
心
に
確
し
て
み
よ
う
。
【
西
晉
・
摯
の
】
詩
形
ご
と
の
特
質
に
つ
い
て
最
も
早
い
時
期
に
言
し
た
の
は
、
お
そ
ら
く
西
晉
の
摯
で
あ
ろ
う
。
そ
の
『
文
章
流
別
論
』
に
以
下
の
よ
う
に
言
う
（
２
）。
…
…
古
之
詩
有
三
言
・
四
言
・
五
言
・
六
言
・
七
言
・
九
言
。
古
詩
以
四
言
爲
體
、
而
時
有
一
句
二
句
雜
在
四
言
之
。
…
…
古
詩
之
三
言
、
「
振
振
鷺
、
鷺
於
飛
」
之
屬
是
也
。
郊
廟
歌
四
言
詩
と
五
言
詩
の
特
質
と
衰
に
つ
い
て
先
行


の
整
理
を
中
心
に
矢
田

士
多
用
之
。
五
言
、「
誰
謂
雀
無
角
、
何
以
穿
我
屋
」
之
屬
是
也
。
於
俳
諧
倡
樂
多
用
之
。
六
言
、「
我
姑
彼
金
罍
」
之
屬
是
也
。
樂
府
亦
用
之
。
七
言
、
「
交
交
鳥
止
於
桑
」
之
屬
是
也
。
於
俳
諧
倡
樂
多
用
之
。
古
詩
之
九
言
、「

彼
行
潦
彼
茲
」
之
屬
是
也
。
不
入
歌
謠
之
章
。
故
世
希
爲
之
。
夫
詩
雖
以
志
爲
本
、
而
以
	聲
爲

。
然
則

之
韻
、
四
言
爲
正
。
其
餘
雖
備
曲
折
之
體
、
而
非
之
正
也
。
〔
…
…
古
の
詩
に
三
言
・
四
言
・
五
言
・
六
言
・
七
言
・
九
言
有
り
。
古
詩
は
ね
四
言
を
以
っ
て
體
と
爲
す
。
而
し
て
時
に
一
句
二
句
雜
は
り
て
四
言
の
に
在
る
有
り
。
…
…
古
詩
の
三
言
な
る
、
「
振
振
鷺
、
鷺
於
飛
」
（
魯
頌
・
有
）
の
屬
是
れ
な
り
。
の
郊
廟
歌
多
く
之
れ
を
用
ふ
。
五
言
な
る
、
「
誰
謂
雀
無
角
、
何
以
穿
我
屋
」
（
召
南
・
行
露
）
の
屬
是
れ
な
り
。
俳
諧
倡
樂
に
於
い
て
多
く
之
れ
を
用
ふ
。
六
言
な
る
、
「
我
姑
彼
金
罍
」
（
南
・
卷
耳
）
の
屬
是
れ
な
り
。
樂
府
も
亦
た
之
れ
を
用
ふ
。
七
言
な
る
は
、
「
交
交
鳥
止
於
桑
」
（
秦
風
・
鳥
）
の
屬
是
れ
な
り
。
俳
諧
倡
樂
に
於
い
て
多
く
之
れ
を
用
ふ
。
古
詩
の
九
言
な
る
、
「

彼
行
潦
彼
茲
」
（
大
・

）
の
屬
是
れ
な
り
。
歌
謠
の
章
に
入
ら
ず
。
故
に
世
之
れ
を
爲 つ
くる
こ
と
希
な
り
。
夫
れ
詩
は
志
を
以
っ
て
本
と
爲
す
と
雖
も
、
而
れ
ど
も
聲
を
	す
を
以
っ
て

と
爲
す
。
然
ら
ば
則
ち

の
韻
、
四
言
を
正
と
爲
す
。
其
の
餘
は
曲
折
の
體
を
備
ふ
と
雖
も
、
而
れ
ど
も
の
正
に
非
ざ
る
な
り
。〕
摯
は
、
詩
の
形
式
に
つ
い
て
、
古
え
の
詩
に
は
、
三
言
・
四
言
・
五
言
・
六
言
・
七
言
・
九
言
の
句
が
あ
る
が
、
『
詩
經
』
の
詩
は
お
お
む
ね
四
言
句
を
基
の
ス
タ
イ
ル
と
し
（
３
）、
時
に
四
言
句
以
外
の
も
の
が
一
句
ま
た
は
二
句
そ
の
に
混
ざ
っ
て
い
る
、
と
指
摘
す
る
。
に
、
三
言
句
・
五
言
句
・
六
言
句
・
七
言
句
・
九
言
句
の
實
例
を
、
そ
れ
ぞ
れ
『
詩
經
』
の
中
か
ら
げ
た
う
え
で
、
三
言
句
に
つ
い
て
は
「
の
郊
廟
歌
」
に
、
五
言
句
と
七
言
句
に
つ
い
て
は
「
俳
優
や
倡
家
が
歌
う
歌
辭
」
に
、
六
言
句
に
つ
い
て
は
「
樂
府
の
歌
辭
」
に
「
多
く
用
い
ら
れ
て
い
る
」
な
ど
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
詩
形
が
多
用
さ
れ
て
い
る
詩
歌
の
分
野
を
示
す
。
そ
し
て
最
後
に
、
「
典
な
を
備
え
た
詩
は
、
四
言
を
正
統
と
し
、
そ
の
他
の
も
の
は
そ
れ
ぞ
れ
多
樣
な
ス
タ
イ
ル
を
備
え
て
は
い
る
が
、
正
統
と
は
言
え
な
い
」
と
、
《
四
言
》
こ
そ
詩
形
の
中
の
「
正
體
」
で
あ
る
と
指
摘
す
る
。
摯
は
、
言
の
對
象
を
特
に
《
四
言
》
と
《
五
言
》
と
に
限
定
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
摯
の
見
解
を
か
り
に
《
四
言
》
と
《
五
言
》
と
に
對
象
を
絞
っ
て
整
理
す
る
な
ら
ば
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
で
四
言
詩
と
五
言
詩
の
特
質
と
盛
衰
に
つ
い
て
（
矢
田
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あ
ろ
う
。
《
四
言
》
：
『
詩
經
』
に
由
來
し
、
典
な
趣
を
備
え
持
つ
「
正
體
」
と
言
え
る
詩
形
。
《
五
言
》：
俳
優
・
樂
人
な
ど
が
多
用
す
る
民
歌
に
由
來
す
る

俗
な
詩
形
。
た
だ
し
摯
は
、
《
四
言
》
を
詩
形
の
「
正
體
」
と
指
摘
す
る
も
の
の
、
そ
れ
以
外
の
詩
形
を
完
に
排
除
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
「
曲
折
の
體
を
備
ふ
」
と
あ
る
よ
う
に
、
一
定
の
理
解
を
示
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
詩
形
ご
と
に
多
用
さ
れ
て
い
る
詩
歌
の
分
野
を
示
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
見
る
と
、
摯
の
眞
意
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
詩
形
に
は
そ
れ
ぞ
れ
に
特
有
の
作
用
・
效
用
が
あ
り
、
詩
歌
の
分
野
に
應
じ
て
、
そ
れ
に
相
應
し
い
詩
形
を
整
然
と
使
い
分
け
る
べ
き
だ
、
と
い
う
點
に
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
【
宋
・
顏
	之
の

】
摯
の
に
詩
形
の
特
に
つ
い
て
言
し
た
に
顏
	之
が
い
る
。
そ
の
『
庭
誥
』
（
『
太
御
覽
』
卷
五
八
六
「
文
部
二
詩
」
、
引
）
に
、
《
四
言
》
と
《
五
言
》
を
對
比
さ
せ
て
以
下
の
よ
う
に
言
う
。
至
於
五
言
流
靡
、
則
劉
張
。
四
言
側
密
、
則
張
衡
王
粲
。
夫
陳
思
王
、
可
謂
之
矣
。
〔
五
言
の
流
靡
な
る
に
至
り
て
は
、
則
ち
劉
・
張
。
四
言
の
側
密
な
る
は
、
則
ち
張
衡
・
王
粲
。
夫
の
陳
思
王
の
き
は
、
之
れ
を
ぬ
と
謂
ふ
べ
し
。〕
顏
	之
は
、
《
五
言
詩
》
に
優
れ
た
詩
人
と
し
て
劉
と
張
を
、
《
四
言
詩
》
に
優
れ
た
詩
人
と
し
て
張
衡
と
王
粲
を
そ
れ
ぞ
れ
げ
、
い
ず
れ
に
も
優
れ
た
詩
人
と
し
て
曹
植
を
げ
る
。
そ
の
際
に
、
《
五
言
詩
》
に
つ
い
て
は
「
流
靡
」、《
四
言
詩
》
に
つ
い
て
は
「
側
密
」
と
い
う
語
を
用
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
質
を
示
し
て
い
る
。
つ
ま
り
顏
	之
は
、《
五
言
詩
》
に
つ
い
て
は
「
流
靡
」
さ
を
備
え
た
も
の
を
、《
四
言
詩
》
に
つ
い
て
は
「
側
密
」
さ
を
備
え
た
も
の
を
、
そ
れ
ぞ
れ
優
れ
た
作
と
見
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
詩
文
に
對
す
る
語
は
抽
象
で
解
釋
が
し
い
面
が
あ
る
が
、「
流
靡
」
と
は
、「
流
れ
る
よ
う
に
伸
び
や
か
で
美
し
い
さ
ま
」
を
言
う
の
で
あ
ろ
う
。
一
方
の
「
側
密
」
は
、
『
廣
』
釋
詁
三
に
、「
側
、
縮
也
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
あ
る
い
は
字
數
の
少
な
い
四
言
句
に
容
を
凝
縮
し
て
緻
密
に
り
む
さ
ま
を
言
う
の
で
あ
ろ
う
か
（
４
）。
【
梁
・
劉
の

】
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
六
集
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劉
も
ま
た
『
文
心
雕
龍
』
卷
二
「
明
詩
篇
」
の
中
で
、
顏
之
と
同
樣
、
《
四
言
詩
》
と
《
五
言
詩
》
に
焦
點
を
絞
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
を
對
比
に
べ
る
。
夫
四
言
正
體
、
則
潤
爲
本
、
五
言
流
	、
則

麗
居
宗
。
實
用
、
唯
才
安
。
故
子
得
其
、
叔
夜
含
其
潤
、
先
凝
其

、
景
陽
振
其
麗
。
善
則
子
建
仲
宣
、
美
則
太
沖
公
幹
。
〔
夫
の
四
言
の
正
體
の
き
は
、
則
ち
潤
を
本
と
爲
し
、
五
言
の
流
	は
、
則
ち

麗
宗
に
居
る
。
實
用
を
に
し
、
唯
だ
才
の
安
ん
ず
る
な
り
。
故
に
子
（
張
衡
）
は
其
の
を
得
、
叔
夜
（
康
）
は
其
の
潤
を
含
み
、
先
（
張
）
は
其
の

を
凝
ら
し
、
景
陽
（
張
協
）
は
其
の
麗
を
振
ふ
。
ね
て
善
き
は
則
ち
子
建
（
曹
植
）・
仲
宣
（
王
粲
）、
へ
に
美
な
る
は
則
ち
太
沖
（
左
思
）・
公
幹
（
劉
）
な
り
。〕
劉
は
、
《
四
言
詩
》
は
「
正
體
（
正
統
な
ス
タ
イ
ル
）」
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
「
潤
（
さ
・
潤
い
）」
を
根
本
と
し
、
《
五
言
詩
》
は
「
流
	
（
流
れ
る
よ
う
な
伸
び
や
か
な
	子
）」
を
備
え
持
つ
も
の
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
「

麗
（

ら
か
さ
・
麗
し
さ
）」
を
第
一
と
す
る
、
と
指
摘
す
る
。
そ
し
て
さ
ら
に
《
四
言
詩
》
と
《
五
言
詩
》
と
は
作
用
・
效
用
を
に
す
る
こ
と
（
５
）、
い
ず
れ
の
詩
形
に
優
れ
る
か
は
詩
人
そ
れ
ぞ
れ
の
才
質
に
よ
っ
て
定
ま
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
う
え
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
詩
形
に
優
れ
る
詩
人
の
代
表
例
を
げ
る
。
劉
の
以
上
の
指
摘
は
、
《
四
言
詩
》
の
「
正
體
」
に
つ
い
て
は
明
ら
か
に
摯
の
を
、
《
五
言
詩
》
の
「
流
	」
に
つ
い
て
は
お
そ
ら
く
は
顏
之
の
を
、
そ
れ
ぞ
れ
踏
ま
え
て
い
よ
う
。
ま
た
《
四
言
詩
》
と
《
五
言
詩
》
と
は
作
用
・
效
用
を
に
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
指
摘
は
、
摯
の
を
《
四
言
詩
》
と
《
五
言
詩
》
と
に
對
象
を
絞
っ
た
う
え
で
、
よ
り
明
確
し
た
も
の
と
位
置
付
け
ら
れ
よ
う
。
【
梁
・
鍾
の
】
《
四
言
》
を
詩
形
の
「
正
體
」
と
見
る
摯
と
劉
に
對
し
て
、
鍾
は
『
詩
品
』
の
序
で
、
《
四
言
詩
》
の
短
を
指
摘
し
て
、
《
五
言
詩
》
の
優
越
性
を
示
す
。
夫
四
言
、
文
意
廣
。
取
效
風
騷
、
便
可
得
多
。

文
而
意
少
。
故
世
罕
焉
。
五
言
居
文
詞
之
、
是
衆
作
之
有
味
 
也
。
故
云
會
於
流
俗
。
豈
不
以
指
事
!形
、
窮
"寫
物
、
最
爲
詳
切
 耶
。
〔
夫
れ
四
言
は
、
文
は
に
し
て
意
は
廣
し
。
效
ひ
を
風
騷
に
取
四
言
詩
と
五
言
詩
の
特
質
と
盛
衰
に
つ
い
て
（
矢
田
）
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れ
ば
、
便
ち
多
き
を
得
る
べ
し
。
に
文
の
く
し
て
意
の
少
な
き
に
し
む
。
故
に
世
ふ
こ
と
罕
な
り
。
五
言
は
文
詞
の

に
居
り
、
是
れ
衆
作
の
味
有
る
な
り
。
故
に
云
ふ
、
流
俗
に
會
ふ
と
。
豈
に
事
を
指
し
形
を
	り
、

を
窮
め
物
を
寫
す
を
以
っ
て
、
最
も
詳
切
た
る
な
ら
ざ
る
か
。〕
「
文
」
は
、
表
現
が

な
こ
と
。
こ
こ
で
は
體
に
四
言
句
が
五
言
句
に
比
べ
て
字
數
が
少
な
い
こ
と
を
言
う
で
あ
ろ
う
（
６
）。
「
意
廣
」
は
、
容
が
廣
く
豐
富
な
こ
と
。
「
文
意
廣
」
と
は
、
顏
之
の
に
見
え
る
「
側
密
」
と
ほ
ぼ
同
じ
よ
う
な
意
味
合
い
で
、

な
表
現
の
中
に
廣
く
豐
富
な
容
が
凝
縮
し
て
い
る
こ
と
を
言
う
の
で
あ
ろ
う
。
お
そ
ら
く
鍾
は
、
「
文
は
に
し
て
意
は
廣
」
き
も
の
を
《
四
言
詩
》
に
お
け
る
理
想
の
と
捉
え
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、「『
詩
經
』
や
『
楚
辭
』
を
手
本
と
す
れ
ば
、
そ
の
よ
う
な
優
れ
た
《
四
言
詩
》
を
數
多
く
作
る
こ
と
が
出
來
る
で
あ
ろ
う
」
と
言
う
。
し
か
し
、
實
際
に
そ
の
よ
う
な
《
四
言
詩
》
を
作
る
の
は
か
な
り
し
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
結
果
は
「
多
く
の
句
を
費
や
し
表
現
が
雜
に
な
る
に
は
容
が
乏
し
い
こ
と
に
、
詩
人
は
常
に
し
む
」
こ
と
と
な
り
、
「
そ
れ
ゆ
え
今
の
時
代
に
《
四
言
詩
》
を
作
る
は
稀
な
の
で
あ
る
」
と
言
う
。
鍾
が
活
し
た
齊
・
梁
の
時
代
に
は
、《
四
言
詩
》
は
く
と
い
っ
て
よ
い
ほ
ど
み
ら
れ
な
く
な
っ
た
。
鍾
は
そ
の
原
因
を
《
四
言
詩
》
が
備
え
持
つ
短
、
す
な
わ
ち
「
文
而
意
少
（
多
く
の
句
を
費
や
し
表
現
が
雜
に
な
る
に
は
容
が
乏
し
い
）
（
７
）」
と
い
う
點
に
求
め
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
一
方
、
《
五
言
詩
》
に
つ
い
て
は
、
詩
形
の
中
で
樞
の
地
位
を
占
め
る
も
の
で
あ
り
、
味
わ
い
豐
か
な
作
品
が
多
い
た
め
、
世
に
も
受
け
入
れ
ら
れ
る
の
だ
、
と
言
う
。
そ
し
て
さ
ら
に
、
事
實
を
指
摘
し
事
物
を
形
象
し
、
心

を
窮
め
事
物
を
寫
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
《
五
言
詩
》
こ
そ
が
最
も
切
な
詩
形
で
は
な
か
ろ
う
か
と
、
《
五
言
詩
》
の
優
越
性
を
指
摘
す
る
。
以
上
、
《
四
言
詩
》
と
《
五
言
詩
》
の
特
に
つ
い
て
、
魏
晉
六

期
の
人
の
を
中
心
に
確
 し
た
。
こ
こ
に
!げ
た
四
人
以
外
に
も
こ
の
問
題
に
つ
い
て
言
"し
て
い
る
人
は
い
る
が
、
お
お
む
ね
こ
こ
に
示
し
た
の
範
圍
に
收
ま
る
よ
う
で
あ
る
（
８
）。
そ
こ
で
、
以
上
の
四
人
の
指
摘
を
基
に
、
《
四
言
詩
》
と
《
五
言
詩
》
の
特
を
ま
と
め
て
み
る
こ
と
に
す
る
。
《
四
言
詩
》
：
『
詩
經
』
に
由
來
す
る
典
#さ
を
備
え
た
「
正
體
」
と
言
う
べ
き
詩
形
で
あ
り
、
字
數
の
少
な
い
句
に
充
實
し
た
中
國
詩
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容
が
り
ま
れ
る
こ
と
を
理
想
と
す
る
が
、
實
際
に
は
一
句
の
字
數
が
少
な
い
ゆ
え
に
、
作
の
心
や
意
圖
を
表
現
す
る
の
が
し
い
。
《
五
言
詩
》：
俳
優
や
樂
人
な
ど
の
で
歌
わ
れ
た
民
歌
	に
由
來
す
る

俗
な
詩
形
で
は
あ
る
が
（
９
）、
流
れ
る
よ
う
に
伸
び
や
か
な
美
し
さ
を
備
え
、
し
か
も
《
四
言
詩
》
よ
り
も
一
句
に
つ
き
一
字
分
多
い
こ
と
か
ら
、
作
の
心
や
意
圖
を
表
現
し
や
す
い
。
三
、
リ
ズ
ム
論
か
ら
見
た
《
四
言
》
と
《
五
言
》
の
特
質
《
五
言
詩
》
が
《
四
言
詩
》
を
凌
駕
す
る
に
至
っ
た
原
因
に
つ
い
て
、
鍾
は
そ
れ
を
一
句
に
り
め
る
容
量
の
差
に
求
め
て
い
た
と
言
え
よ
う
。
鍾
の
見
解
は
、
一
と
し
て
、
十
分
に
得
さ
れ
や
す
い
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
松
浦
友
久
氏
は
、
さ
ら
に
そ
の
よ
り
根
源
な
原
因
を
、
《
四
言
詩
》
と
《
五
言
詩
》
と
に
在
す
る
「
言
語
の
リ
ズ
ム
」
の
差
に
求
め
る
。
松
浦
氏
の
は
、
「
中
國
古
典
詩
の
リ
ズ
ム
リ
ズ
ム
の
根
源
性
と
詩
型
の
變

」
（
『
中
國
詩
歌
原
論
』
大
修
書
店
、
一
九
八
六
年
、
一
九
九
二
年
再
版
）、
「
中
國
詩
歌
の
リ
ズ
ム
論
に
お
け
る
三
つ
の
懸
案

定
型
の
變
を
め
ぐ
っ
て
」
（
『
リ
ズ
ム
の
美
學
』
明
治
書
院
、
一
九
九
一
年
）、
「
詩
型
と
そ
の
個
性
」
（
『
詩
美
の
在
り
か
』
岩
波
新
書
、
二
〇
〇
二
年
）
な
ど
に
見
ら
れ
、
詳
し
く
は
そ
れ
ら
を
參
照
さ
れ
た
い
が
、
以
下
に
そ
の
點
を
筆
な
り
に
整
理
し
て
み
た
い
。
【
詩
リ
ズ
ム
論
に
お
け
る
基
礎
な
ポ
イ
ン
ト
】
①
「

の
リ
ズ
ム
」
と
「
拍
の
リ
ズ
ム
」
の
關
係
を
正
確
に
識
別
・
分
す
る
必
が
あ
る
こ
と
。
字
は
「
一
字
＝
一

」
で
、
中
國
古
典
詩
の
場
合
は
、
二
字
（
二

）
が
結
合
し
て
一
拍
を
な
す
。
つ
ま
り
、
中
國
の
古
典
詩
の
リ
ズ
ム
は
、
「
一
字
＝
一
」
の
「

リ
ズ
ム
」
の
基
盤
の
上
に
、
「
二
字
＝
一
拍
」
の
「
拍
リ
ズ
ム
」
が
律
動
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
。
②
「
韻
律
の
リ
ズ
ム
」
と
「
意
味
の
リ
ズ
ム
」
の
關
係
を
明
確
に
し
て
お
く
必
が
あ
る
こ
と
。
言
語
表
現
の
自
然
な
と
し
て
、
韻
文
と
散
文
と
に
關
わ
ら
ず
、
兩
は
基
本
に
は
合
す
る
が
、
時
に
兩
に
ズ
レ
が
生
じ
る
場
合
が
あ
る
。
た
だ
し
、
古
典
詩
に
お
い
て
、
そ
の
よ
う
な
變
相
・
破
格
樣
式
が
試
行
さ
れ
る
の
も
、
安
定
し
た
「
韻
律
リ
ズ
ム
」
が
確
固
た
る
提
と
し
て
存
在
し
た
か
ら
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
。
③
詩
歌
に
お
け
る
「
言
語
の
リ
ズ
ム
」
（
讀
・
讀
書
の
リ
ズ
ム
）
四
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と
「
樂
曲
の
リ
ズ
ム
」
（
歌
唱
・
誦
・
吟
詠
の
リ
ズ
ム
）
と
を
、
識
別
・
分
す
べ
き
で
あ
り
、
詩
歌
自
體
の
リ
ズ
ム
は
、
「
言
語
の
リ
ズ
ム
」
の
方
に
あ
る
こ
と
。
ち
な
み
に
、
魏
晉
期
は
、
「
樂
曲
の
リ
ズ
ム
」
に
合
わ
せ
て
歌
わ
れ
る
樂
府
・
樂
歌
か
ら
「
言
語
の
リ
ズ
ム
」
に
基
づ
い
て
讀
ま
れ
る
徒
詩
・
讀
書
詩
へ
の
比
重
の
移
行
の
時
期
に
當
た
っ
て
い
る
こ
と
。
【《
四
言
詩
》
に
在
す
る
「
言
語
の
リ
ズ
ム
」】
①
一
句
が
四
字
か
ら
る
《
四
言
詩
》
は
、
「
二
字
＝
一
拍
」
の
拍
リ
ズ
ム
の
點
か
ら
見
れ
ば
、
第
二
字
・
第
四
字
が
奏
點
（
リ
ズ
ム
の

點
）
と
な
る
、
「
一
句
＝
二
拍
」
（
二
拍
子
）
の
リ
ズ
ム
	

が
基
と
な
る
。
例
え
ば
、「

鹿
鳴
」
で
あ
れ
ば
、
「
〈


ゆ
う
ゆ
う
〉
＋
〈
鹿
鳴
ろ
く
め
い
〉
」
の
二
拍
子
の
リ
ズ
ム
で
讀
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
。
②
句
末
に
一
字
分
の
休
が
な
く
、
句
中
（
第
二
字
）
の
奏
點
と
句
末
（
第
四
字
）
の
奏
點
と
の
に
韻
律
上
・
	

上
の
差
が
な
い
た
め
、
き
わ
め
て
均
質
な
、
變
の
少
な
い
リ
ズ
ム
と
な
る
。
③
《
四
言
詩
》
に
お
け
る
リ
ズ
ム
の
均
質
性
は
、
プ
ラ
ス
面
で
は
安
定
感
・
重
厚
さ
・

性
な
ど
を
生
む
一
方
で
、
板
さ
・
單
さ
な
ど
マ
イ
ナ
ス
の
素
と
し
て
も
作
用
す
る
こ
と
に
な
る
。
【《
五
言
詩
》
に
在
す
る
「
言
語
の
リ
ズ
ム
」】
①
一
句
が
五
字
か
ら
る
《
五
言
詩
》
は
、
拍
リ
ズ
ム
の
點
か
ら
見
れ
ば
、
第
二
字
・
第
五
字
が
奏
點
と
な
り
、
ま
ず
上
下
に
「
○
○
＋
○
○
○
」
と
二
分
さ
れ
、
下
の
三
字
は
、
よ
り
小
さ
な
奏
點
（
第
四
字
）
に
よ
っ
て
、
さ
ら
に
「
○
○
＋
○
×
」
に
細
分
さ
れ
る
。
句
末
に
一
字
分
の
休
（
×
印
）
が
入
る
た
め
、
「
一
句
＝
三
拍
」
（
三
拍
子
）
の
リ
ズ
ム
	

が
基
と
な
る
。
例
え
ば
、
「
遙
洛
陽
山
」
と
あ
れ
ば
、
「
〈
遙

よ
う
ぼ
う
〉
＋
〈
洛
陽
ら
く
よ
う
〉
＋
〈
山 さ
ん×
〉」
と
讀
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
。
②
句
末
に
一
字
分
の
「
休
＝
×
印
」
（
リ
ズ
ム
眞
空
）
（
）
が
入
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
句
末
の
リ
ズ
ム
が
活
性
（
彈
力
）
し
、
流
動
感
や
齒
切
れ
の
よ
さ
を
生
み
出
す
。
ま
た
、
句
末
の
休
は
、
最
後
の
一
字
の
印
象
を
際
立
た
せ
、
余
韻
余
を
深
め
る
效
果
を
生
み
や
す
い
。
③
一
句
の
下
三
字
に
お
い
て
、
「
韻
律
の
リ
ズ
ム
」
と
「
意
味
の
リ
ズ
ム
」
が
一
し
た
形
「
〈
國
破
こ
く
は
〉
＋
〈
山
河
さ
ん
が
〉
＋
〈
在 ざ
い
×
〉
」
（
正
）
と
、
ズ
レ
の
あ
る
形
「
〈
烽
火
ほ
う
か
〉
＋
〈

れ
ん
×
〉
＋
〈
三

さ
ん
げ
つ〉」
（
變
）
と
が
存
す
る
。
以
上
の
よ
う
な
《
四
言
詩
》
と
《
五
言
詩
》
に
お
け
る
リ
ズ
ム
の
差
中
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を
踏
ま
え
た
上
で
、
松
浦
氏
は
さ
ら
に
、
《
四
言
詩
》
が
《
五
言
詩
》
に
凌
駕
さ
れ
る
に
至
っ
た
因
と
し
て
、
《
五
言
詩
》
に
お
け
る
リ
ズ
ム
の
多
樣
性
、
句
末
の
休
に
よ
る
表
現
效
果
（
流
動
感
・
齒
切
れ
の
よ
さ
・
余
韻
余
）
を
知
っ
た
詩
人
た
ち
が
、
《
四
言
詩
》
の
リ
ズ
ム
の
板
さ
・
單
さ
に
き
た
ら
ず
、
《
五
言
詩
》
の
創
作
に
	頭
し
て
い
っ
た
と
い
う
點
に
、
そ
れ
を
求
め
る
の
で
あ
る
。
中
國
古
典
詩
の


詩
型
が
、
最

に
は
句
末
に
一
字
分
の
休

を
持
つ
《
五
言
詩
》
と
《
七
言
詩
》
に
ち
い
た
こ
と
（
）、
に
句
末
に
休
を
持
た
な
い
《
四
言
詩
》
が
《
五
言
詩
》
の
行
に
い
衰
し
、《
六
言
詩
》
が
ほ
と
ん
ど
流
行
せ
ず
、《
八
言
詩
》
が
つ
い
に
は
立
し
な
か
っ
た
と
い
う
中
國
詩
歌
史
に
お
け
る
事
實
か
ら
み
て
も
、
詩
形
の
衰
を
句
末
の
休
の
有
無
と
い
う
點
か
ら
解
明
し
よ
う
と
す
る
松
浦
は
、
き
わ
め
て
得
力
の
あ
る
も
の
と
言
え
よ
う
（
）。
ち
な
み
に
、
顏
之
は
《
五
言
詩
》
を
し
て
「
流
靡
」
と
、
劉

は
「
流
」
と
表
現
し
て
い
た
。
あ
る
い
は
《
五
言
詩
》
に
對
す
る
兩
の
語
は
、
松
浦
に
お
け
る
句
末
の
休
に
よ
る
表
現
效
果
を
直
感
に
表
現
し
た
も
の
と
捉
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
四
、
結
語
以
上
、
本
稿
で
は
、《
四
言
詩
》
と
《
五
言
詩
》
の
特
質
に
つ
い
て
、
先
行

を
も
と
に
確
し
た
。
以
下
に
そ
の
點
を
整
理
し
て
み
た
い
。
【《
四
言
詩
》
の
特
質
】
①
『
詩
經
』
に
由
來
す
る
傳
統
性
と
典
さ
を
備
え
た
「
正
體
」
と
稱
す
べ
き
詩
形
。
②
句
末
に
休
の
な
い
二
拍
子
の
均
質
な
リ
ズ
ム
は
、
安
定
感
・
重
厚
さ
を
感
じ
さ
せ
る
。
③
し
か
し
一
方
で
、
板
さ
・
單
さ
を
れ
な
い
と
い
う
マ
イ
ナ
ス
素
を
も
合
わ
せ
持
つ
。
④
一
句
の
字
數
が
少
な
い
た
め
、
作
の
心
・
意
圖
を
り
 
む
の
が
!し
い
。
⑤
①
②
に
よ
り
、
典
さ
が
求
め
ら
れ
る
分
野
の
詩
、
例
え
ば
「
宮
"
樂
」
「
應
詔
・
應
令
・
侍
宴
」
、
儒
#を
信
奉
す
る
士
大
夫
$の
「
%答
」
な
ど
の
詩
に
は
、
よ
り
&し
た
詩
形
と
言
え
る
。
⑥
③
④
に
よ
り
、
'第
に
創
作
の
對
象
と
し
て
は
(み
ら
れ
な
く
な
り
、
衰
す
る
。
【《
五
言
詩
》
の
特
質
】
①
俳
優
・
樂
人
な
ど
が
歌
う
民
$の
歌
)に
由
來
す
る
*俗
な
詩
形
。
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②
句
末
に
一
字
分
の
休
の
あ
る
三
拍
子
の
リ
ズ
ム
は
變
に
富
み
、
さ
ら
に
は
句
末
の
休
が
最
後
の
一
字
の
印
象
を
際
立
た
せ
る
こ
と
か
ら
流
動
感
や
齒
切
れ
の
よ
さ
を
生
み
出
し
、
余
韻
余

を
深
め
る
效
果
を
生
む
。
③
《
四
言
詩
》
よ
り
も
一
句
に
つ
き
字
數
が
一
字
多
い
こ
と
か
ら
、
作
の
心
・
意
圖
を
り
み
や
す
い
利
點
が
あ
る
。
④
①
に
よ
り
、
本
來
は
「
樂
府
」
や
個
人
の
私
生
活
面
で
の
心

を
詠
う
詩
な
ど
に
、
ふ
さ
わ
し
い
詩
形
と
言
え
る
。
⑤
②
③
に
よ
り
、《
四
言
詩
》
を
凌
駕
し
、
創
作
の
流
と
な
る
。
《
四
言
詩
》
が
《
五
言
詩
》
に
凌
駕
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
は
、
以
上
に
そ
の
	因
に
つ
い
て
確

し
た
り
、
必
然
の
流
れ
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
し
か
し
、
西
晉
期
に
お
い
て
は
《
四
言
詩
》
が
息
を
吹
き

し
、
特
に
「
應
詔
・
應
令
・
侍
宴
」
「
答
」
の
分
野
の
詩
に
お
い
て
ん
に
作
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
の
分
野
の
詩
が
《
四
言
詩
》
で
作
ら
れ
る
こ
と
自
體
は
、
以
上
に
確

し
た
【
《
四
言
詩
》
の
特
質
】
か
ら
、
理
解
さ
れ
や
す
い
面
が
あ
る
も
の
の
、
で
は
な
ぜ
そ
う
し
た
現
象
が
晉

に
お
い
て
の
み
顯
に
見
ら
れ
る
の
か
。
ま
た
、
こ
の
時
期
に
摯
の
よ
う
な
四
言
を
正
體
と
す
る
詩
歌
が
示
さ
れ
た
こ
と
は
、
實
に
興
味
深
い
事
實
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
で
は
西
晉
期
に
お
け
る
《
四
言
詩
》
の
行
と
摯
の
詩
歌
と
の
關
わ
り
、
あ
る
い
は
西
晉
文
壇
に
お
け
る
摯
の
影
力
は
、
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
。
こ
れ
ら
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
（
１
）

の
一
の
拙
論
に
お
い
て
す
で
に
考
察
し
、
私
見
を
提
示
し
て
い
る
の
で
、
ご
參
照
願
え
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。【
】
（
１
）
拙
論
①
「
西
晉
期
に
お
け
る
《
四
言
詩
》
行
の
	因
に
つ
い
て
「
應
詔
・
應
令
」
び
「
答
」
の
詩
を
中
心
に
」（『
中
國
詩
文
論
叢
』
第
十
四
集
、
中
國
詩
文
究
會
、
一
九
九
五
年
十
）
、
拙
論
②
「
西
晉
武
期
に
お
け
る
四
言
詩
重
文
人
の
臺
頭
と
系
譜
に
つ
い
て
」（『
新
し
い
字
文
育
』
第
二
十
七
號
、
國
文

育
學
會
、
一
九
九
八
年
十
一
）
、
拙
論
③
「
西
晉
「
五
言
答
詩
」
創
作
時
期
考
」（『
言
語
と
文
』
第
四
號
、
愛
知
大
學
語
學
育
究
室
、
二
〇
〇
〇
年
十
二
）
、
拙
論
④
「
西
晉
傅
咸
經
 考
」
（
『
言
語
と
文
』
第
六
號
、
愛
知
大
學
語
學
育
究
室
、
二
〇
〇
二
年
二
）、
拙
論
⑤
「
傅
咸
と
摯

そ
の
交
流
關
係
を
中
心
に
」（『
中
國
詩
文
論
叢
』
第
二
十
一
集
、
中
國
詩
文
究
會
、
二
〇
〇
二
年
十
二
）、
拙
論
⑥
「
傅
咸
の
「
七
經
詩
」
に
つ
い
て
」（『
中
國
詩
文
論
叢
』
第
二
十
三
集
、
中
國
詩
文
究
會
、
二
〇
〇
四
年
十
二
）
、
拙
論
⑦
「
傅
咸
の
四
言
答
詩
に
つ
い
て
」（『
中
國
詩
文
論
叢
』
第
二
十
四
集
、
中
國
詩
文
究
會
、
二
〇
〇
五
年
十
二
）
、
拙
論
⑧
「
魏
に
お
け
る
五
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
六
集
34
言
詩
流
行
の
因
に
つ
い
て
」（『
中
國
詩
文
論
叢
』
第
二
十
五
集
、
中
國
詩
文
究
會
、
二
〇
〇
六
年
十
二
）
、
拙
論
⑨
「
摯
の
「
四
言
正
統
」
に
つ
い
て
」（『
立
命
文
學
』
第
五
九
八
號
、
立
命
大
學
人
文
學
會
、
二
〇
〇
七
年
二
）。
（
２
）
（１
）
	

の
拙
論
⑨
を
あ
わ
せ
て
參
照
さ
れ
た
い
。
（
３
）
崔
宇
錫
『
魏
晉
四
言
詩
究
』（
巴
蜀
書
、
二
〇
〇
六
年
）「
第
一
章
論
」
に
見
え
る
統
計
に
よ
れ
ば
、
『
詩
經
』
の
な
か
の
四
言
句
の
使
用
比
は
、
頌
が
七
三
四
句
中
の
六
八
五
句
（
九
十
三
・
三
％
）、
大
が
一
六
一
七
句
中
の
一
四
九
二
句
（
九
十
二
・
三
％
）
、
小
が
二
三
一
六
句
中
の
二
二
一
一
句
（
九
十
五
・
四
％
）
、
國
風
が
二
六
一
八
句
中
の
二
二
三
六
句
（
八
十
五
・
四
％
）
、
計
七
二
八
四
句
中
の
六
七
二
四
句
（
九
〇
・
九
％
）
と
言
う
。
（
４
）
あ
る
い
は
『
荀
子
』
卷
十
五
「
解
蔽
篇
」
の
「
其
榮
滿
側
」
と
い
う
一
に
對
す
る
、
・
楊
の
に
「
側
、
謂
側
。
亦
充
滿
之
義
〔
側
は
、
側
を
謂
ふ
。
亦
た
充
滿
の
義
な
り
〕」
と
あ
る
。
楊
の

を
基
に
し
た
と
し
て
も
、
「
側
密
」
は
や
は
り
、
容
が
充
實
し
た
さ
ま
、
密
に
り
ま
れ
た
さ
ま
、
と
解
釋
で
き
よ
う
。
（
５
）
田
曉
『
文
心
龍
』
（
明
治
書
院
、
新
釋
文
大
系
、
一
九
七
四
年
）
は
、「
實
」
に
し
て
、「
と
は
灑
を
宗
と
す
る
五
言
詩
、
實
と
は
潤
を
本
と
す
る
四
言
詩
を
い
う
」
と
言
う
。
一
方
、
興
膳
宏
『
文
心
龍
』
（
筑
書
、
世
界
古
典
文
學
集
、
一
九
八
五
年
）
は
、
「
＝
形
式
」
「
實
＝
容
」
と
捉
え
、
「
こ
の
二
つ
の
詩
型
に
お
け
る
形
式
と
容
の
 な
る
働
き
は
、
」
と
譯
す
。
い
ず
れ
に
し
ろ
「
實
 用
」
が
四
言
詩
と
五
言
詩
に
お
け
る
作
用
・
效
用
の
差
 に
つ
い
て
の
指
摘
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
（
６
）
こ
の
點
に
つ
い
て
は
、
明
・
胡
應
!の
『
詩
藪
』

"卷
二
「
古
體
中
五
言
」
の
以
下
の
記
#が
參
考
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
四
言
$直
。
句
短
而
%未
舒
。
七
言
&靡
。
文
'而
聲
易
雜
。
折
'
$之
衷
、
居
文
質
之
、
蓋
莫
(於
五
言
。
〔
四
言
は
$直
な
り
。
句
は
短
か
く
し
て
%べ
は
未
だ
舒
な
ら
ず
。
七
言
は
&靡
な
り
。
文
は
'く
し
て
聲
は
雜
な
り
易
し
。
'
$の
衷
を
折
り
、
文
質
の
に
居
る
は
、
蓋
し
五
言
よ
り
も
(き
も
の
莫
か
ら
ん
。〕
（
７
）
錢
志
煕
『
魏
晉
南
北
)詩
歌
史
#』
（
北
京
大
學
出
版
、
二
〇
〇
五
年
、
一
〇
頁
）
は
、『
詩
品
』
の
こ
の
箇
	を
引
用
し
た
う
え
で
、
「
五
言
一
句
で
表
*で
き
る
容
が
、
四
言
で
は
二
句
を
さ
な
け
れ
ば
表
す
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
も
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
も
と
も
と
古
め
か
し
く
$
+な
四
言
詩
も
、
魏
晉
の
人
々
に
お
い
て
は
、
か
え
っ
て
冗
長
で
'雜
な
詩
形
と
な
っ
た
」
と
解
し
て
い
る
。
（
８
）
例
え
ば
、
（６
）に
,げ
た
明
・
胡
應
!の
な
ど
。
胡
應
!は
、
七
言
に
つ
い
て
も
觸
れ
て
い
る
が
、
四
言
と
五
言
に
對
す
る
言
-は
、
お
お
む
ね
鍾
.の
を
踏
ま
え
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
（
９
）
五
言
詩
の
生
/お
よ
び
發
展
の
0
1を
論
じ
た
も
の
に
、
葛
曉
2論
文
「
論
早
期
五
言
體
3生
/
4徑
-其
對
詩
藝
5
3影
6」（『
文
學
7
8』
二
〇
〇
六
年
第
六
期
）
が
あ
る
。
（
10）
句
末
の
「
休
2」
に
つ
い
て
は
、
松
浦
友
久
『
詩
美
の
在
り
四
言
詩
と
五
言
詩
の
特
質
と
盛
衰
に
つ
い
て
（
矢
田
）
35
か
』（
岩
波
新
書
、
二
〇
〇
二
年
）「
Ⅲ
詩
型
と
そ
の
個
性
」
に
、
以
下
の
よ
う
な
分
か
り
や
す
い
解
が
あ
る
。
「
休
」
と
は
、
す
る
に
、
そ
う
し
た
「
拍
リ
ズ
ム
」
の
流
れ
に
お
い
て
、「
拍
の
流
れ
は
有
り
な
が
ら
、
の
流
れ
が
無
い
」
と
い
う
「
有
拍
無
」
の
現
象
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
そ
こ
に
は
「
實
」
の
缺
に
よ
る
一
種
の
「
眞
空
態
」、
い
わ
ば
「
リ
ズ
ム
眞
空
」
が
生
ま
れ
ざ
る
を
え
な
い
。
物
理
眞
空
で
あ
れ
、
心
理
眞
空
で
あ
れ
、
「
眞
空
」
は
必
然
に
、
そ
れ
を
填
め
よ
う
と
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
生
む
。
こ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
こ
そ
が
、
「
句
末
の
彈
み
」（
流
動
感
・
齒
切
れ
の
よ
さ
）
の
實
態
で
あ
る
。
無
休
の
「
四
言
詩
」
「
六
言
詩
」
の
句
末
に
こ
の
彈
み
が
な
い
の
は
、
填
め
る
べ
き
「
リ
ズ
ム
眞
空
」
が
無
い
た
め
に
、
句
末
の
リ
ズ
ム
の
流
れ
が
活
性
	し
な
い
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
（
11）
五
言
と
七
言
が
中
國
古
典
詩
の


な
詩
形
と
な
っ
た
因
、
五
言
が
七
言
に
先
行
し
て
行
し
た
因
な
ど
に
つ
い
て
も
、
松
浦
氏
の

の
書
の
中
に
詳
し
く
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
（
12）
舒
韶
雄
論
文
「
四
言
詩
發
展

和
衰
原
因
」（『
培
訓
與
究
湖
北
育
學
院
學
報
』
第
二
十
一
卷
第
三
期
、
二
〇
〇
四
年
）
も
ま
た
、
四
言
詩
衰
の
原
因
と
し
て
、
第
一
に
松
浦
を
引
用
す
る
。
な
お
、
舒
韶
雄
氏
は
、
他
の
原
因
と
し
て
、
『
詩
經
』
の
典
さ
が
四
言
詩
の
規
範
と
見
な
さ
れ
た
こ
と
が
、
詩
人
た
ち
の
四
言
詩
創
作
の
足
枷
と
な
っ
た
點
を
指
摘
す
る
。
葛
曉
論
文
「
魏
兩
晉
四
言
詩
新
變
和
體
式
重
」（『
北
京
大
學
學
報
』
哲
學
會
科
學
版
、
第
四
十
三
卷
第
五
期
、
二
〇
〇
六
年
）
は
、
東
晉
以
に
四
言
詩
が
衰
し
た
原
因
と
し
て
、
四
言
句
の
實
字
	と
い
う
點
を
げ
る
。
そ
の
點
を
げ
る
と
以
下
の
り
と
な
る
。
①
語
は
、
代
に
お
い
て
は
單

語
が

で
あ
っ
た
が
、
春
秋
時
代
中
期
に
二

語
が
え
始
め
、
戰
國
時
代
で
は
二


語
が

と
な
っ
た
。
②
單

語
が
大
量
に
存
在
し
た
こ
と
に
よ
り
、
詩
經
に
お
い
て
は
、
疊
字
や
字
の
助
け
を
借
り
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
は
じ
め
て
二
・
二
の
基
本
リ
ズ
ム
を

す
る
こ
と
が
出
來
た
。
③
詩
經
に
お
い
て
は
、
句
中
に
單

語
や
字
、
接
續
詞
や
副
詞
な
ど
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
組
み
合
わ
せ
の
豐
富
さ
に
よ
っ
て
多
樣
な
リ
ズ
ム
感
を
形
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
④
二

語
の
加
に
よ
り
、
四
言
句
の
實
字
	が
み
、
戰
國
末
期
か
ら
魏
に
至
っ
て
そ
れ
が
普
 
傾
向
と
な
り
、
晉
代
に
な
り
更
に
固
定
	し
た
。
⑤
實
字
ば
か
り
か
ら
な
る
四
言
句
の
場
合
、
字
や
接
續
詞
を

り
!む
こ
と
が
"し
く
、
リ
ズ
ム
感
に
お
い
て
は
變
	に
乏
し
い
彈
力
性
を
缺
い
た
も
の
と
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
六
集
36
